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岩
手
嬰
沿
岸
津
波
被
災
地
の
概
要

被
害
状
況

岩
手
県
沿
岸
部
は
、
南
の
陸
前
高

岩手県沿岸市町村の被害状況 (2011年7月25日現在)

人的被害
建物被

市町村名 人口 死者行方不明合計 対人口 害(棟)
(人) 者(人)I (人) 割合(%)

陸別晶田市 23，300 1，538 392 1，930 8.3 3，368 

大船渡市 40，737 330 122 452 1.1 3，629 

釜石市 39，574 879 349 1，228 3.1 3，843 

大槌町 15，276 790 773 1，563 10.2 3，677 

山田町 18，617 593 261 854 4.6 3，304 

宮古市 59，430 420 158 578 1.0 4，851 

岩泉町 10，804 7 。 7 0.1 202 

田野畑村 3，843 14 19 33 0.9 274 

普代村 3，088 。 1 0.0 。
野田村 4，632 38 。38 0.8 478 

久慈市 36，872 2 2 4 0.0 273 

洋野町 17，913 。 。。 0.0 31 

沿岸小計 274，086 4，611 2，077 6，688 2.4 23，930 

岩手県計 1，330，147 4，611 2，081 6，692 0.5 

表1

(出所)平成22年国勢調査及び岩手県災害対策本部調べによる。
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表2 社会福祉施設の被害状況

区分 施設数
被害施設数 被害額

言十全壊半壊その他 (千円)

老人福祉施設 1，087 131 11 51 103 4，625，500 

障がい者(児)福祉施設 322 72 8 。64 1，416，000 

児童福祉施設 831 216 28 41 184 2，578，309 

その他社会福祉施設 28 19 2 16 611，266 

合 計 2，268 438 48 11 367 9，231，075 

人
口
の
約
一
割
が
死
亡
ま
た
は
行
方

不
明
と
な
っ
た
(
衰
1
)
。
さ
ら
に
、

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福

祉
施
設
も
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
(
衰

2
、
3
)
。

本
稿
で
は
、
こ
の
岩
手
県
沿
岸
部

が
、
被
災
前
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
の

あ
る
地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を

抱
え
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が

津
波
被
害
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
た
か
を
見
る
。

人
口
減
少
と
超
高
齢
化
の
進
行

人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、

※施設数は被害があった種別ごとの施設数を合計したものであ
り、県内の社会福祉施設の合計数とは一致しない。

※被害額は精査中。
出典..岩手県保健福祉部調べ

こ
の

表3 医療提供施設の被害状況

区 分 施設数
被害施設数 被害額

計全壊半壊その他 (千円)

病院 94 62 3 1 58 19，357，764 

診療所(医科) 754 114 33 11 70 4，628，406 

診療所(歯科) 613 127 37 11 79 3，980，353 

調剤薬局 576 53 37 16 01 1，781，940 

合計 2，037 356 110 39 207 29，748，463 

田
市
か
ら
北
の
洋
野
町
ま
で
、
五
市

七
町
村
か
ら
な
る
。
東
日
本
大
震
災

の
被
害
は
こ
の
地
域
に
集
中
し
、
な

か
で
も
大
槌
町
、
陸
前
高
田
市
で
は
、

録
特
集
機
夜
一
日
本
大
市
防
災
!
;
警
護
と
建
議
へ
の
総
数
鯵

ww

※被害額は精査中。
出典:岩手県保健福祉部調べ

一
0
年
間
の
減
少
率
は
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
で
叩
%
を
超
え
、
白
歳
以
上

人
口
も
却
%
を
上
回
る
超
高
齢
化
地

域
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
町
村
の
財

政
力
も
弱
く
、
自
前
の
歳
入
で
ま
か

な
え
る
比
率
を
示
す
財
政
力
指
数
は

0
・
1
4
1
0
・
5
1
で
あ
り
、
震
災

か
ら
の
復
興
の
困
難
性
を
示
し
て
い

る。
人
口
減
少
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生

じ
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
(
図
1
)
。

横
軸
は
平
成
泣
年
国
勢
調
査
時
の
年

齢
、
縦
軸
は
こ
の
各
年
齢
グ
ル
ー
プ

が
平
成
打
年
か
ら
の
五
年
間
に
沿
岸

一
二
市
町
村
か
ら
移
動
(
純
増
減
)

し
た
人
数
で
あ
る
。
0
1
5
歳
で
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
五
年
間

に
新
た
に
出
生
し
た
数
を
表
し
て
い

る
。
同
歳
i
お
歳
で
大
き
く
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

年
齢
の
人
々
が
日
歳
1
同
歳
ま
で
の

五
年
間
に
大
量
流
出
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
最
も
大
き
な
減
少
率
と

な
っ
た
四
歳
(
叫
歳
1
日
歳
の
五
年

間
)
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
実
に

見
%
が
域
外
に
純
流
出
し
た
。
加
歳

代
半
ば
に
U
タ
l
ン
が
わ
ず
か
に
見

ら
れ
る
が
人
口
流
出
を
と
ど
め
る
に

は
足
り
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
は



(表
5
)
。

ま
ず
、
ど
の
市
町
村
で
も
三
陸
沿

岸
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
に

従
事
す
る
人
が
一
定
の
割
合
を
占
め

て
い
る
。
た
だ
し
製
造
業
も
約
三
割

の
人
々
が
就
業
し
て
お
り
、
そ
の
う

々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
後
も
ず
っ

と
こ
の
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と
を

選
択
し
て
い
る
よ
う
だ
。

増
減
が
な
く
安
定
し
て
お
り
、
初
歳

く
ら
い
か
ら
減
少
す
る
の
は
死
亡
の

た
め
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
継
続
的
な
人
口
減
少

は
、
高
校
卒
業
時
に
希
望
に
合
う
進

学
先
や
就
職
先
が
少
な
い
た
め
域
外

に
出
て
行
く
若
者
が
多
い
こ
と
と
、

U
タ
l
ン
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。

た
だ
、
加
歳
代
に
地
域
に
残
っ
た
人

地
域
の
経
済
と
仕
事

で
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る

の
か
を
、
特
に
津
波
被
害
の
激
し
か

っ
た
六
市
町
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う

表4 岩手県沿岸市町村の概況

面積 人口(人)
人口増減 65歳以上

財政力
市町村 率(%) 人口比率

(km2
) 

2000年 2005年 2010年 2010/2000 2010年(%)
指数

宮古市 1，260 66，986 63，588 59，430 ....11.3 30.9 0.36 

大船渡市 323 45，160 43，331 40，737 ....9.8 30.8 0.43 

久慈市 623 40，178 39，141 36，872 ....8.2 26.4 0.39 

陸前品田市 232 25，676 24，709 23，300 .... 9.3 34.9 0.28 

釜石市 441 46，521 42，987 39，574 ....14.9 34.8 0.51 

大槌町 201 17，480 16，516 15，276 ....12.6 32.4 0.32 

山田町 263 21，214 20，142 18，617 .... 12.2 31.8 0.28 

岩泉町 993 12，845 11，914 10，804 ....15.9 37.8 0.15 

田野畑村 156 4，529 4，241 3，843 ....15.1 33.9 0.14 

普代村 70 3，583 3，358 3，088 ....13.8 31.5 0.14 

野田村 81 5，195 5，019 4，632 ....10.8 30.1 0.18 

洋野町 303 20，465 19，524 17，913 ....12.5 30.5 0.23 

沿岸小計 4，947 309，832 294，470 274，086 ....11.5 31.6 

岩手県計 15，279 1，416，180 1，385，041 1，330，147 .... 6.1 27.1 

(出所)平成22年国勢調査、総務省[平成21年度市町村決算状況調」より作成。

図1 年齢別人口移動の状況

-2.0.0.0 

*横軸は平成22年国勢調査時点の年齢。縦軸は各年齢グループが平成17年国勢調査以

降の5年間に沿岸地域から移動(純増減)した人数を表している。

(出所)平成22年国勢調査、平成17年国勢調査より作成。

表5 産業別就業構造 (2005年/就業者に占める比率[%])

念5.0.0

3加。~

-1各0.0

第一 農業 林業 業漁 害一 鉱業 建喜 製義警ニ 輸業運 業卸売・ 泊業飲食唐 療医、 支援業教育、 務公 のそ
類分

次霊 要 i 完宿署言 他
不能

陸前晶田市 16.4 8.8 0.5 7.0 31.7 0.2 12.5 19.1 51.9 3.7 15.2 3.4 8.8 4.3 2.7 13.9 。。
大船渡市 11.5 3.8 0.2 7.5 29.5 0.4 11.0 18.1 58.9 4.4 17.2 3.8 8.7 4.7 4.1 16.0 0.1 

釜石市 8.4 2.1 0.2 6.1 30.3 0.1 9.5 20.7 61.1 4.2 17.2 4.4 10.0 4.0 4.4 17.0 0.2 

大槌町 9.0 3.3 0.2 5.5 37.1 0.4 12.5 24.1 53.6 4.6 16.0 4.3 7.8 3.1 4.2 13.7 0.3 

山田町 20.4 4.6 0.9 14.8 29.3 0.2 10.2 18.9 50.2 3.7 13.9 3.1 8.6 2.8 5.1 13.0 0.1 

宮古市 10.6 4.3 0.6 5.7 25.2 0.2 8.4 16.6 64.0 4.6 18.5 5.2 11.2 4.7 4.6 15.2 0.2 

ち
食
品
製
造
業
の
比
率
は
大
き
く
、

そ
の
多
く
が
漁
業
と
関
連
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
(
図

2
)
。
ま
た
、
こ
の
地
域
も
最
も
多

く
の
雇
用
を
吸
収
す
る
の
は
第
三
次

産
業
で
、
そ
の
重
要
な
部
分
を
占
め

る
の
は
、
卸
小
売
業
・
飲
食
業
と
医

療
福
祉
・
公
務
と
い
っ
た
社
会
サ
ー

ビ
ス
だ
。

し
た
が
っ
て
、
復
旧
復
興
に
あ
た

っ
て
漁
業
の
復
旧
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
漁
業

単
体
の
復
旧
で
は
な
く
、
水
産
加
工

や
流
通
業
を
含
め
た
産
業
連
関
の
一

体
的
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も

に
、
生
活
を
支
え
る
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
復
旧
が
地
域
の
雇
用
確
保
に
と
っ

て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

(出所)平成17年国勢調査より作成。

(出所)平成21年経済センサスより作成。

図2 6市町の製造業の内訳

融

Y
4
0
由
建
築
と
ま
ち
づ
く
り
警
主
義
的
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復
闘
復
興
の
た
め
に
何
が
事
要
か

生
活
の
再
建

生
活
再
建
の
た
め
に
は
ま
ず
住
ま

い
の
再
建
が
不
可
欠
だ
。
プ
レ
ハ
ブ

協
会
へ
の
一
括
発
注
に
よ
り
地
元
の

資
源
が
活
用
さ
れ
な
い
、
仮
設
住
宅

の
住
み
心
地
に
格
差
が
あ
る
と
い
っ

た
問
題
は
あ
っ
た
が
、
避
難
所
か
ら

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
は
一
応
完
了
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
問
題
は
、
仮
設
住

ま
い
が
二
年
で
は
終
わ
ら
ず
相
当
長

期
に
及
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

津
波
の
災
害
で
市
街
地
の
ほ
と
ん

ど
が
流
失
し
て
し
ま
い
、
ど
こ
に
町

を
再
建
す
る
か
も
ま
だ
定
ま
っ
て
い

な
い
。
岩
手
県
は
9
月
末
、
各
沿
岸

部
の
防
潮
堤
の
高
さ
を
提
示
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
町
村

は
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
案

策
定
へ
と
す
す
む
。
住
宅
地
を
高
台

に
移
転
す
る
に
せ
よ
、
元
の
場
所
に

ま
ち
を
再
建
す
る
に
せ
よ
、
住
民
と

の
協
議
が
必
要
だ
し
、
整
備
事
業
に

も
相
当
の
期
聞
が
予
想
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
仮
設
が
長
期
に
な
る
こ

と
も
覚
倍
し
て
、
仮
設
の
生
活
を
で

き
る
限
り
快
適
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
ろ
う
。

現
在
、
住
宅
そ
の
も
の
に
関
し
て

住
民
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、

暑
さ
寒
さ
対
策
、
防
音
性
能
、
体
が

不
自
由
な
人
が
生
活
し
や
す
い
空
間

づ
く
り
な
ど
が
あ
る
。
介
護
を
要
す

る
人
も
暮
ら
せ
る
よ
う
な
対
応
が
必

要
だ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
設
団
地
の
問

題
と
し
て
は
、
庖
舗
・
ポ
ス
ト
・
公

共
施
設
な
ど
が
近
く
に
な
い
、
交
通

の
便
が
悪
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。

も
と
も
と
高
齢
者
が
多
い
地
域
で
あ

り
、
高
齢
者
が
暮
ら
せ
る
こ
と
を
基

準
に
住
宅
、
庖
舗
、
利
便
施
設
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
公
共
交
通
を
整
え

た
「
仮
設
の
ま
ち
」
を
つ
く
る
く
ら

い
の
構
え
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
が
仕
事
と
雇
用
の
確
保
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
う
え
で
、
仮
設
か
ら
恒
久
的

な
住
ま
い
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
住

宅
ロ

l
ン
問
題
の
解
決
、
浸
水
土
地

の
買
い
取
り
、
土
地
取
得
の
支
援
、

生
活
再
建
支
援
金
制
度
の
拡
大
等
、

多
様
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

仕
事
と
収
入
の
確
保

ま
ず
、
当
面
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
雇
用
保
険
の
給
付
期
間
延
長
、

自
治
体
等
に
よ
る
「
つ
な
ぎ
雇
用
」

の
弾
力
的
実
施
を
す
す
め
つ
つ
、
通

常
の
雇
用
先
確
保
の
た
め
の
就
業
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
雇
用

情
勢
は
芳
し
く
な
い
。
朝
日
新
聞

(
9

月
6
日
朝
刊
)
に
よ
れ
ば
、
被
災
三

県
(
岩
手
・
宮
城
・
福
島
)
の
ハ
ロ

ー
ワ
l
ク
に
登
録
し
た
「
被
災
求
職

者
」
六
万
三
三
五
二
人
の
う
ち
、
ハ

ロ
l
ワ
l
ク
紹
介
に
よ
っ
て
就
職
先

が
決
定
し
た
人
は
、
7
月
末
ま
で
で

一
万
三

O
一
七
人
(
却
・
5
%
)
に

と
ど
ま
る
と
い
う
。

そ
こ
で
早
期
に
仕
事
を
再
建
す
る

必
要
が
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

学
校
を
卒
業
し
た
後
も
こ
の
地
域
に

と
ど
ま
っ
た
人
は
ず
っ
と
こ
こ
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
を
選
ん
で
き
た
。

そ
の
人
々
に
早
急
に
仕
事
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
金
で
暮
ら

す
高
齢
者
は
地
元
に
と
ど
ま
る
だ
ろ

う
が
、
そ
う
で
な
い
人
は
仕
事
の
機

会
が
な
け
れ
ば
出
て
行
か
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
地
域
が
空
洞
化
し
て
し

ま
う
と
心
配
す
る
声
を
聞
い
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
被
災
前
の
仕
事

を
急
い
で
復
旧
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

新
産
業
の
創
出
は
若
者
の
雇
用
の
場 要

議
来
日
本
選
災
5
!
被
警
護
と
警
護
一
へ
の
給
勤
務
錦

を
広
げ
る
た
め
に
重

要
だ
が
、
そ
れ
は
ま

ち
づ
く
り
を
計
画
す

る
中
で
知
恵
を
出
し

合
え
ば
い
い
。
ま
ず

は
、
水
産
業
と
そ
の

関
連
業
、
商
業
等
の

既
存
の
仕
事
を
、
仮

設
で
も
い
い
か
ら
復

旧
す
る
こ
と
だ
。
先

に
も
書
い
た
よ
う
に
、

そ
の
こ
と
が
仕
事
の

場
の
再
建
と
と
も
に

生
活
基
盤
を
整
え
る

こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
民
間

の
事
業
再
建
の
た
め

の
支
援
策
は
非
常
に

限
ら
れ
て
い
る
。
融
資
以
外
の
真
水

の
助
成
は
二
つ
だ
け
だ
。
①
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る
仮
設
庖

舗
・
工
場
の
貸
与
と
、
②
中
小
企
業

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
施
設
・
設
備
の

復
旧
整
備
補
助
事
業
(
国
が
二
分
の

一
、
県
が
四
分
の
一
補
助
)
で
あ
る
。

そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
制
度
に
対
す
る

ニ
l
ズ
は
か
な
り
高
い
が
、
事
業
は

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。
衰
6
は、

岩
手
県
内
の
仮
設
居
舗
・
工
場
等
の



進
捗
状
畑
山
だ
が
、
9
月
2
日
現
在
で

完
成
し
た
の
は
四
施
設
一
九
区
画
に

と
ど
ま
る
。

中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
施

設
・
設
備
の
復
旧
整
備
補
助
事
業
も
、

国
の
一
次
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ
た

が
、
予
算
額
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

申
請
は
件
数
・
額
と
も
に
大
幅
に
カ

ッ
ト
さ
れ
た
。
岩
手
県
内
の
応
募
者

が
五
一
グ
ル
ー
プ
計
五
四
五
億
円
あ

っ
た
の
に
対
し
、
岩
手
県
に
配
分
さ

れ
た
予
算
は
七
九
億
円
に
過
ぎ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
次
補
正
予
算

で
追
加
さ
れ
た
が
五
四
億
円
し
か
な

い
た
め
、
県
に
よ
れ
ば
二
次
募
集
に

あ
た
っ
て
は
申
請
額
自
体
を
制
限
し

て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
状
況
の
原
因
は
、
災
害

救
助
に
あ
た
っ
て
公
共
施
設
の
復
旧

に
は
財
政
を
投
入
す
る
が
、
個
人
や

民
間
の
事
業
に
は
対
し
て
は
こ
れ
を

た
め
ら
う
慣
習
が
あ
る
こ
と
と
、
財

政
支
援
を
す
る
場
合
も
各
省
庁
の
個

別
補
助
金
の
域
を
出
な
い
た
め
、
被

災
地
の
実
情
に
合
わ
せ
た
迅
速
な
対

応
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
二
重
ロ

l
ン
問
題
へ
の
対

応
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
新
た
な
災
害
状
況
に
対
応

し
て
、
被
災
市
町
村
に
意
思
決
定
権

と
財
源
を
付
与
す
る
新
た
な
支
援
ス

キ
l
ム
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
再
建

ー
ー
崖
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
再
建

さ
ら
に
、
仕
事
の
再
建
だ
け
で
は

な
く
、
す
で
に
リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢

者
や
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

復
旧
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

超
高
齢
化
と
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

地
域
だ
か
ら
こ
そ
何
よ
り
も
そ
う
で

あ
る
。福

祉
施
設
、
医
療
施
設
の
被
災
状

況
は
表
2
、
3
に
示
し
た
。
こ
の
中

に
病
院
の
全
壊
が
三
カ
所
あ
る
。
い

ず
れ
も
岩
手
県
立
の
高
田
病
院
、
大

槌
病
院
、
山
田
病
院
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
病
院
は
よ
う
や
く
仮
設
診
療
所

が
で
き
外
来
を
行
っ
て
い
る
が
、
ベ

ッ
ド
は
回
復
し
て
い
な
い
。
実
は
、

岩
手
県
で
は
被
災
前
か
ら
医
師
不
足

と
公
立
病
院
赤
字
を
理
由
に
県
立
病

院
の
縮
小
再
編
が
進
め
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
8
月
に
策
定
さ
れ
た
岩

手
県
の
「
復
興
計
画
」
で
も
、
病
院

に
関
し
て
は
「
新
た
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り

と
連
動
し
、
人
口
集
積
の
状
況
や
高

齢
者
等
の
支
援
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た

保
健
・
医
療
・
福
祉
施
設
を
整
備
」

と
述
べ
る
の
み
で
、
病
院
の
再
建
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
「
遠

隔
医
療
」
の
導
入
を
唱
っ
て
お
り
、

津
波
で
全
壊
し
た
の
を
機
会
に
病
院

の
廃
止
・
統
合
や
無
床
診
療
所
化
を

す
す
め
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

震
災
前
に
策
定
し
た
「
岩
手
県
立

病
院
の
新
し
い
経
営
計
画
」
は
、
「
適

正
化
計
画
」
と
称
し
て
六
つ
の
県
立

病
院
を
無
床
診
療
所
化
し
た
。
表
7

は
、
そ
の
う
ち
沿
岸
部
四
つ
の
二
次

医
療
圏
に
あ
る
県
立
病
院
の
状
況
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
気
仙
医
療
圏
に
あ

っ
た
県
立
住
田
病
院
(
六
五
床
)
は
、

2
0
0
8
年
4
月
に
有
床
診
療
所
化

(
一
九
床
)
、
2
0
0
9
年
4
月
に
は

表7 岩手県立病院の経営計画による「適正化」

一次保健
病院名

現在の
適正化計画

医療圏 病床数

大船渡 489 "'30 
気仙 晶回 70 "'13 ×全壊

住田 19 "'19 無床診療所化

釜石
釜石 272 
大槌 121 ×全壊

宮古
宮古 387 "'53 
山田 60 ×全壊

久慈 久慈 342 "'42 

(出所)岩手県医療局「岩手県立病院の新しい
経営計画J(2009年2月)より作成。

ベ
ッ
ド
が
廃
止
さ
れ
無
床
診
療
所
と

な
っ
た
。
高
田
病
院
が
仮
設
診
療
所

(
無
床
)
と
な
っ
た
今
、
気
仙
二
次

医
療
圏
(
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、

住
田
町
)
に
一
般
病
床
を
有
す
る
病

院
は
県
立
大
船
渡
病
院
し
か
な
い
。

こ
こ
は
本
来
、
圏
域
の
中
核
病
院
だ

が
、
今
や
入
院
患
者
を
一
手
に
引
き

受
け
る
と
と
も
に
、
一
次
救
急
か
ら

三
次
救
急
ま
で
も
担
わ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
て
い
る
。
県
立
の
仮
設
診
療

所
の
医
師
や
津
波
で
診
療
所
も
自
宅

も
流
さ
れ
た
開
業
医
は
、
「
早
く
医

療
を
再
建
し
、
人
が
こ
こ
に
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
奮
闘
し
て
い
る
。
県
は
自
ら
の
責

任
の
も
と
に
あ
る
県
立
病
院
の
再
建

を
早
急
に
進
め
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
復
興
の
先
頭
に
立

つ
決
意
を
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。

堤
防
や
道
路
な
ど
の
ハ

l
ド
の
公

共
施
設
は
復
旧
し
た
が
、
社
会
サ
ー

ビ
ス
や
生
活
の
復
旧
は
進
ま
な
か
っ

た
と
い
う
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。雪

白
田
翁
菱
と
ま
ち
づ
く
り
撃
さ
$
m
w




